第１号様式（第７条関係）　

［つながる 北区 Next］北区民まちづくり提案支援事業補助金　交付申請書

	（宛先）京都市北区長
	　令和　　　年　　　　月　　　　日

	申請団体の主たる事務所の住所

※年間を通して，書類の受取が可能な住所をご記入ください。
〒

	申請団体の名称及び代表者名

担当者氏名：　　　　　
電話　　　　－　　　　　－
　ＰＣアドレス
　※日中に連絡の付く連絡先をご記入ください。


　
	北区民まちづくり提案支援事業補助金交付要綱第７条の規定により，補助金の交付を申請します。

	事業名
	

	部門　
	つながる北区Next部門　・　まちづくり初めの一歩応援部門
一般部門　・　大学連携部門　・　特定部門（　　　　　　　　　　　　　　）

	新規・継続の別※
	新規　　　・　　　　継続（　　　年目）　　　

	補助金交付

申請額
	円

	申請団体について
(必要に応じて，別紙を添付してください。)
	団体の概要（目的，スタッフの構成等），スタッフが知り合ったきっかけ

※役員名簿，会員名簿，団体の規約等を添付してください。


	
	団体の活動内容
※これまでの活動内容（本事業以外の普段の活動があれば）を記入してください。



【添付書類】（①，②，④は必ず提出してください。）
　①事業計画書（第２号様式）

　②収支予算書（第３号様式）

　③無償労務提供相当額計算書（第４号様式）（無償労務提供が予定されている場合）
　④役員名簿又は構成員名簿（住所を記載してください。）
　⑤団体の規約（規約が作成されている場合は必ず提出してください。）
第２－１号様式（第７条関係）

事　業　計　画　書
（つながる北区Next部門，まちづくり初めの一歩応援部門）

	事業名
	

	次期北区基本計画
との関わり
	【該当する「ライフステージ等」と「action」を最大５つまで記載】
（例）【該当するライフステージ等とaction】

●子ども世代（action2）
→子どもたちが多世代と共に安心して過ごすことのできる居場所をつくります。
　●子育てする人（action3）
　→自然や歴史・文化資源を楽しく学べる場をつくります。

	どのような目的で活動を始めたか
	

	事業概要（具体的な活動内容）及び事業を実施することで得られる効果
※いかに“つながり”を醸成するかという観点から記載してください。
	

	次年度以降の

事業方針

（継続２～３年及び４年目以降の補助金終了後）
	


	事業対象者の概ねの人数
	

	活動場所・地域
	（例）①鳳徳会館　　②○○学区

	事業のスケジュール

（当該年度の

  スケジュール）
	（事業完了時期　　　　　　　　　　　　　　）

（例）① 毎月１回のワークショップ（４月～１２月）
② 第２水曜日　○時から○時　○○教室

③ ～９月　ポスター・チラシデザイン検討

　　　　 １０月　ポスター・チラシ印刷,発送

　    ④ １２月　活動とりまとめ

　　       １月　活動報告会


第２－２号様式（第７条関係）

事　業　計　画　書
（一般部門，大学連携部門，特定部門）

	事業名
	

	北区基本計画
（～令和２年度）との関わり
	該当分野：

（例）該当分野：

①北区基本計画　No10 自然と調和した済み良い北山三学区の創造
　②北区民つながるプログラム　No３ 健康づくりに向けて北区の自然に触れる　　

	どのような目的で活動を始めたか
	

	事業概要（具体的な活動内容）及び事業を実施することで得られる効果
	

	次年度以降の

事業方針

（継続２～３年及び４年目以降の補助金終了後）
	


	事業対象者の概ねの人数
	

	活動場所・地域
	（例）①鳳徳会館　　②○○学区

	事業のスケジュール

（当該年度の

  スケジュール）
	（事業完了時期　　　　　　　　　　　　　　）

（例）① 毎月１回のワークショップ（４月～１２月）
② 第２水曜日　○時から○時　○○教室

③ ～９月　ポスター・チラシデザイン検討

　　　　 １０月　ポスター・チラシ印刷,発送

　    ④ １２月　活動とりまとめ

　　       １月　活動報告会


第３号様式（第７条関係）

収　支　予　算　書

	収　　入
	支　　出

	項　　目
	金　　額
	内　　容
	金　　額

	参加費収入
＠　　円×〇名
	
	（補助対象経費）

講師謝礼

　○○円×△名×■回

スタッフ交通費

　　○円×△名×■回

チラシ印刷　○○○部

会議資料費

材料費（材木，食材等）

消耗品（文房具，食器等）

ボランティア保険料
会場使用料
　　○○○○円×△回

会場設営費
郵送費
レンタカー，ガソリン代

　　　　　　　（※特別）

（補助対象外経費）
景品代

お弁当代

手土産代

	
○○○○円

○○○○円

○○○○円

○○○○円

○○○○円

○○○○円

　　○○○○円

　　　○○○○円

○○○○円

○○○○円


○○○○円

○○○○円

○○○○円



	北区補助金（予定）


　　　＋
	
	
	

	基本額（対象経費に補助率をかけたもの）
	（　　　　　）
	
	

	　　　　学生の無償労務提供相当額（第４号様式から転記）
	（　　　　　）
	
	

	併用する他の補助金等の名称
（例）京都府地域力再生
	
	
	

	寄付金
	
	
	

	自己負担
	
	
	

	収入合計　
	　　　　　　　　　　　
　　　　円
	支出合計
	　　　　　　　　　　円

うち補助対象経費

　　　　　　　　円　　　　　　　　


※　支出は，消耗品費，印刷費，謝礼金，会場使用料など，種類ごとに詳しく記入してください。
※　併用する他の補助金は，申請中，申請見込みのものも必ず記入してください。

※　「収入合計＝支出合計」となるよう記入してください。
　第４号様式（第７条関係）

無償労務提供相当額計算書
	事業の実施に直接関わる活動に対し，学生による無償の労務提供がある場合に記入し，提出してください。


	活動内容内訳　　　　　
	活動時期
	それぞれの活動に

要する人数×時間

	（例）　○○地域の清掃活動
	×月×日
	２人×４時間

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	無償の労務提供の延べ時間
	
	　　　　　　８時間

	無償の労務提供相当額（延べ時間×500円）
	
	４，０００円　


※　５万円分を上限として，第３号様式に転記してください。

※　有償スタッフは人数に含めることができません。
※　活動の終了後に，労務提供をした学生の氏名・所属（大学名など）と，それぞれの活動日時及び時間数が分かる書類をまとめて提出していただきます。
記載の事業名でホームページ等に掲載します。





前年度までに採択されている事業で，前年と内容を大きく変更される場合は新規になる場合があります。





①補助金を活用している間（最大３年間）に，どのように活動を発展させていきたいか。


②北区の補助金が終了した後，資金面等どのような運用をしていくか。





事業対象としている人のおよその人数を記載してください。








①補助金を活用している間（最大３年間）に，どのように活動を発展させていきたいか。


②北区の補助金が終了した後，資金面等どのような運用をしていくか。





事業対象としている人のおよその人数を記載してください。








一般→５０％


特定・大学・学区ビジョン→９０％


初めの一歩→100％





上限額を超える場合は上限額を記載








支出が予想される項目をシミュレーションし，種類ごとに詳しく記入





①





②





①＋②





Ｂ





Ａ





Ａ





Ｂ





同額になるように





①のみ





活動の内容を具体的に記載してください。





日が決まっていない場合は９月頃などおよその時期で構いません。









